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定量的な基準による
令和元年度病床機能報告の
分析結果等について

１．定量的な基準による
急性期病棟の分類

病床機能報告 患者像（イメージ） 病床数の必要量

2

リハビリテーション

長期療養

サブアキュート
肺炎や軽度の外
傷など比較的軽症
な症状を持つ患者

の受入

ポストアキュート
急性期後の在宅
等への復帰に向け
た患者の受入

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

（重症）急性期

重篤患者や全身麻酔による
手術等を要する患者の受入

定量的な基準による分類の経緯

「病床機能報告制度」は病棟単位の報告であることや、
定義があいまいであるため、サブアキュート、ポスト
アキュートの患者の多くは、急性期の報告の中に埋も
れてしまっている可能性がある。

■ 病床機能報告制度の問題点

各都道府県は、地域医療構想調整会議における議論を活性化する観点から、平成30年度中に、
医療関係者等と協議を経た上で、地域の実情に応じた定量的な基準を導入されたい。

■ 国の対応

■ 本県の対応

次の定量的な基準を用いて急性期と報告のあった病棟の診療実績を分析し、基準を満たす場合
は（重症）急性期に、満たさない場合は回復期的急性期に分類する。

※平成31年3月28日付け県内医療機関あて周知

算定式：病棟単位の月あたりの件数÷30日×（50床÷許可病床数）

救急医療加算管理
レセプト件数

「１」以上

手術総数
算定回数

「１」以上

呼吸心拍監視
（3時間超7日以内）

算定回数

「2」以上

化学療法
算定日数

「１」以上

病理組織標本作製
算定回数

「１」以上

or or oror
分析項目
及び
基準

：

ここが不明確

※平成30年8月16日付け医政地発0816第1号厚生労働省医政局地域医療計画課長通知(抜粋)



回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：173病棟・7,013床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ： 72病棟・2,142床

回復期的急性期+回復期
27.2%

回復期 34.5%

▲7.2%

総数20,125床

2,015床 7,013床 2,142床 3,240床 4,972床

総数17,578床

1,700床 5,472床 6,067床 4,339床

300床

3

急性期と報告のあった県内の病棟（245棟、9,155床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数19,682床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 16.5%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

1,929床 7,356床 2,161床 5,231床3,150床 298床

【参考】

回復期的急性期+回復期
26.4%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

▲8.1%

県全体

5,382床

回復期的急性期病棟の入院患者は院内での転棟や
他院や介護施設等から来る割合が多い。

ポストアキュート、サブアキュート
的な役割の病棟

(調査対象：173病棟)

(調査対象：77病棟)

(調査対象：56病棟)

分析前

分析後

※小数点以下第1位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

4

報告様式１の「入棟前の場所」で分析。（急性期：229/245病棟）（回復期：77/84病棟）

定量的な基準
（急性期と回復期）

【参考】医療機能ごとの入院状況

(調査対象：229病棟)

(調査対象：77病棟)



回復期的急性期病棟からの退院患者は院内からの
転棟が減り、他院や老健等へ行く割合が増える。

ポストアキュート、サブアキュート
的な役割の病棟

（調査対象：229病棟）

(調査対象：77病棟)

分析前

分析後

※小数点以下第1位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

5

報告様式１の「退棟先の場所」で分析。（急性期：229/245病棟）（回復期：77/84病棟）

定量的な基準
（急性期と回復期）

【参考】医療機能ごとの退院状況

(調査対象：173病棟)

(調査対象：77病棟)

(調査対象：56病棟)

6

２．医療機能と入院基本料等
の関係について
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高度急性期
６５棟

【記載内容】
①入院基本料・特定入院料名
②病棟数
③構成割合

※入院基本料等の割合は、小数点以下第1位で四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。

医療機能ごとの入院基本料等 高度急性期
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急性期
２４５棟

【記載内容】
①入院基本料・特定入院料名
②病棟数
③構成割合

医療機能ごとの入院基本料等 急性期

※入院基本料等の割合は、小数点以下第1位で四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。



地域急性期病棟と入院基本料等の関係について

9

入院基本料・特定入院料 病床機能報告のうち、
急性期病棟数／全病棟数

急性期病棟を定量的な基準で分類 回復期的急性期
病棟の割合（重症）急性期 回復期的急性期

急性期一般入院料１ 103/127 99 4 4%

急性期一般入院料２ 11/12 8 3 27%

急性期一般入院料４ 1/1 12 6 33%

急性期一般入院料５ 8/9 6 2 25%

急性期一般入院料６ 10/11 8 2 20%

急性期一般入院料７ 2/3 3 1 25%

地域一般入院基本料１ 5/8 2 3 60%

地域一般入院基本料２ 1/1 3 0 0%

地域一般入院基本料３ 1/2 4 5 56%

一般病棟特別入院基本料 1/3 0 1 100%
特定機能病院一般病棟7対1入院基本料 1/13 1 0 0%
専門病院10対1入院基本料 1/1 5 1 17%

障害者施設等１０対１入院基本料 2/17 1 1 50%

ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料１ 1/8 1 0 0%

小児入院医療管理料１ 1/1 2 1 33%

小児入院医療管理料２ 1/2 2 0 0%

小児入院医療管理料３ 1/2 1 0 0%

地域包括ケア病棟入院料１ 1/8 0 1 100%

地域包括ケア病棟入院料２ 3/7 0 6 100%
地域包括ケア病棟入院料４ 1/2 0 1 100%
緩和ケア病棟入院料１ 1/3 0 2 100%
有床診療所入院基本料等 37/54 15 22 59%

未届出や不明等 5/19 0 10 100%

合計 245/516 173 72 29%

太線で囲った入院基本料等を届け出ている病棟の場合、「回復期的急性期」に分類される可能性が高い。
次回以降の報告において注意が必要である。
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回復期
８４棟

【記載内容】
①入院基本料・特定入院料名 ②病棟数 ③構成割合

医療機能ごとの入院基本料等 回復期

※入院基本料等の割合は、小数点以下第1位で四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。



11

慢性期
１０７棟

【記載内容】
①入院基本料・特定入院料名
②病棟数
③構成割合

医療機能ごとの入院基本料等 慢性期

※入院基本料等の割合は、小数点以下第1位で四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。
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休棟等
１５棟

【記載内容】
①入院基本料・特定入院料名
②病棟数
③構成割合

病棟機能ごとの入院基本料等 休棟等

※入院基本料等の割合は、小数点以下第1位で四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。



13

３．二次保健医療圏ごとの
分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：30病棟・1,206床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ： 6病棟・ 246床

回復期的急性期+回復期
22.9%

回復期 32.2%

▲9.3%

総数3,755床

総数3,566床

14

急性期と報告のあった県内の病棟（36棟、1,452床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数3,670床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 16.2%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

842

【参考】

前橋

768
回復期的急性期+回復期

20.5%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

▲11.8%



回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：13病棟・562床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ： 8病棟・219床

回復期的急性期+回復期
24.1%

回復期 31.0%

▲6.8%

総数1,190床

総数927床

15

急性期と報告のあった県内の病棟（21棟、781床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数1,190床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 5.7%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

287

【参考】

渋川

248

※慢性期に医療型障害児入所施設等
100床を含む。

回復的急性期+回復期
20.8%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

▲10.1%

※慢性期に医療型障害児入所施設等
100床を含む。

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：20病棟・858床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ：11病棟・236床

回復期的急性期+回復期
31.3%

回復期 37.2%

▲5.9%

総数2,058床

総数2,162床

16

急性期と報告のあった県内の病棟（31棟、1,094床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数2,045床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 19.8%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

640

【参考】

伊勢崎

651
回復期的急性期+回復期

31.6%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

▲5.6%



回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：25病棟・971床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ：18病棟・496床

地域急性期+回復期
29.3%

回復期 35.5%

▲6.2%

総数3,925床

総数3,699床

17

急性期と報告のあった県内の病棟（43棟、1,467床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数3,942床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 16.7%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

1,156

【参考】

高崎・安中

1,044
地域急性期+回復期

26.6%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

▲8.9%

※慢性期に医療型障害児入所施設等
223床を含む。

※慢性期に医療型障害児入所施設等
223床を含む。

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：11病棟・433床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ： 3病棟・ 94床

回復期的急性期+回復期
32.2%

回復期 38.2%

▲6.0%

総数898床

総数866床

18

急性期と報告のあった県内の病棟（14棟、527床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数898床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 21.7%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

289

【参考】

藤岡

327
回復期的急性期+回復期

36.4%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

▲1.8%



回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：4病棟・191床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ：4病棟・111床

回復期的急性期+回復期
39.2%

回復期 24.7%

+14.5%

総数796床

総数725床

19

急性期と報告のあった県内の病棟（8棟、302床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数696床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 23.3%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

273

【参考】

富岡

282
回復期的急性期+回復期

35.4%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

+10.7%

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：5病棟・166床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ：2病棟・ 64床

地域急性期+回復期
25.4%

回復期 49.7%

▲24.2%

総数1,341床

総数572床

20

急性期と報告のあった県内の病棟（7棟、230床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数1,188床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 20.0%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

302

【参考】

吾妻

257
回復期的急性期+回復期

19.2%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

▲30.5%

※ハンセン病療養所を
慢性期に345床、休棟等に50床含む。

※ハンセン病療養所を
慢性期に351床、休棟等に50床含む。



回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：11病棟・405床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ： 1病棟・ 55床

回復期的急性期+回復期
30.9%

回復期 29.2%

+1.7%

総数1,007床

総数861床
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急性期と報告のあった県内の病棟（12棟、460床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数1,007床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 25.4%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

311

【参考】

沼田

473
回復期的急性期+回復期

47.0%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

+17.8%

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：14病棟・622床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ： 5病棟・169床

回復期的急性期+回復期
26.9%

回復期 35.1%

▲8.2%

総数1,929床

総数1,506床

22

急性期と報告のあった県内の病棟（19棟、791床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数1,933床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 18.2%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

520

【参考】

桐生

491 ※慢性期に重症心身障害児施設
200床を含む。

回復期的急性期+回復期
25.5%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

▲9.6%

※慢性期に医療型障害児入所施設等
200床を含む。



回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病棟 ：40病棟・1,599床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病棟 ：14病棟・ 452床

回復期的急性期+回復期
24.5%

回復期 34.9%

▲10.4%

総数3,226床

総数2,694床

23

急性期と報告のあった県内の病棟（54棟、2,051床）の診療実態で分類

高度
急性期

総数3,113床

急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期 回復期 10.0%
令和元年度病床機能報告

診療実態で分類

地域医療構想の推計

休棟等

2025年の

令和元年度病床機能報告の分析結果

※小数点以下第2位を四捨五入しているので合計が合わない場合がある。

762

【参考】

太田・館林

770

回復期的急性期+回復期
23.9%

平成30年度病床機能報告
診療実態で分類

▲11.0%


